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原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
対
す
る

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
対
す
る

補
正
予
算
を
可
決

補
正
予
算
を
可
決

←今回は地紋の長さを今回は変
えているので、他のデータを使う。

６
月
定
例
会

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
、

27
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
議

案
10
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
一
覧
に
つ
い
て
は
、
３
頁
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

職員の子育て環境をより良くしますPoint 1

オンライン申請手続きの事務効率化Point 2

ＨＰＶ（子宮頸がん）ワクチンの接
種対象年齢が拡大されたことに伴う
補正予算を可決

Point 3

市内３橋の修繕工事の増額補正を可
決Point 4

都市経済常任委員会都市経済常任委員会

市内道路現地調査市内道路現地調査

建設中の工業団地アクセス道路（P.8-①）富塚地先

千葉NT北環状線に係る市道整備状況（P.8-⑤）
福祉センター内に作られた回転路

近年のゲリラ豪雨で崩れた法面擁壁（P.8-②）名内地先

白井市議会ウェブサイト



（２）第158号 令和 4年 8月15日発行 しろい議会だより

₆月定例会の会議録は図書館・公民館図書室等で₉月下旬から閲覧できます。

〈
議
案
第
6
号
〉
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Point 1

職
員
の
子
育
て
環
境
を
よ
り
良
く
し
ま
す

　

改
正
内
容
は
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
（「
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
に
引
き
続
き
在
職

し
た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
」
の
要
件
を
削
除
）
の
他
、
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
の
措

置
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で
す
。
賛
成
全
員
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
９
号
〉
令
和
４
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

Point 2

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
き
の
事
務
効
率
化

　

国
の
自
治
体
オ
ン
ラ
イ
ン
推
進
事
業
の
補
助
金
活
用
で
、
申
請
手
続
き
の
事
務
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

〈
議
案
第
９
号
〉
令
和
４
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

Point 3

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
子
宮
頸
が
ん
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
補
正
予
算
を
可
決

　

平
成
25
年
か
ら
９
年
間
国
の
勧
告
に
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
会

を
逃
し
た
女
性
が
、
新
た
に
従
来
の
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
超
え
て
対
象
者
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
所
要
額
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
費
用
の
中
に
は
、
過
去
９
年
間

に
遡
り
す
で
に
自
費
で
接
種
し
た
方
、
そ
し
て
、
今
後
接
種
す
る
方
へ
の
接
種
費
用
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

主

な

質

疑

Ｑ　

市
職
員
は
、
育
児
休
業
を

取
得
し
や
す
い
状
況
に
あ

り
ま
す
か
。

Ａ　

会
計
年
度
職
員
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
を
終
え
た
方

が
就
業
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
こ
れ
ま
で
育
児
休

業
制
度
の
利
用
実
績
が
あ

主

な

質

疑

Ｑ　

総
務
費
の
一
般
管
理
費
、

電
算
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費
の
内
容
は
。

Ａ　

国
が
行
う
自
治
体
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
き
推
進
事
業
に

対
応
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
申
請
を

市
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
で

デ
ー
タ
連
携
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
と
、

既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が

必
要
な
こ
と
か
ら
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。
現
状
で

主

な

質

疑

Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
率
は
、
か
つ
て
70
％

で
あ
っ
た
も
の
が
０
．
８

％
ま
で
下
が
っ
た
一
方
、

子
宮
頸
が
ん
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
方
は
年
々
増
加
。

２
０
１
７
年
に
は
２
８
０
０

人
を
超
え
、
更
に
若
年
化

の
傾
向
も
あ
る
。
当
市
に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
方
な
ど
の
情

報
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

Ａ　

県
の
資
料
で
は
、
令
和
元

年
度
子
宮
が
ん
で
亡
く
な

っ
た
方
は
３
人
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

厚
労
省
は
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨

を
「
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
」
と
言
っ
て
い
る
だ

け
で
「
強
制
」
は
し
て
な
い
。

市
独
自
の
判
断
で
接
種
を

勧
め
る
と
決
め
る
に
あ
た

り
、
前
よ
り
は
安
全
に
な

っ
た
な
ど
勧
め
る
に
至
っ

た
根
拠
は
何
で
す
か
。

Ａ　

市
と
し
て
の
根
拠
と
い
う

り
ま
せ
ん
。
職
員
全
体
で

の
取
得
状
況
は
、
育
児
休

業
を
女
性
正
規
職
員
が
６

名
、
部
分
休
業
を
女
性
正

規
職
員
が
12
名
、
男
性
正

規
職
員
が
１
名
の
計
13
名

が
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
男
性
職
員
の
育
児

は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

申
請
で
き
る
15
の
子
育
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
申
請
を
行
っ
た
場
合
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
そ
れ
を
印
刷
し
て
、

そ
の
申
請
内
容
を
見
な
が

ら
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
申
請

が
行
わ
れ
る
と
、
申
請
管

も
の
は
、
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

厚
労
省
か
ら
、
積
極
的
勧

奨
の
再
開
に
あ
た
り
、
安

全
性
に
特
段
の
懸
念
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

そ
し
て
、予
防
接
種
の
効
果
・

メ
リ
ッ
ト
が
、
副
反
応
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
と

の
下
で
、
厚
労
省
で
積
極

的
勧
奨
を
再
開
す
る
に

至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
が
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
は
十
分
な
情
報
提

供
を
実

施
し
な
が
ら

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を

再
開
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
で
す
。

Ｑ　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
は
２
０
０
種
類
あ
り
、

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
発
が

ん
型
ウ
イ
ル
ス
は
約
15
種

類
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
が
効

く
の
は
２
種
類
の
み
で
、

検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
し
、
検
診
率
も
低
い
。

ま
ず
、
そ
こ
に
力
を
入
れ

る
べ
き
と
思
う
が
、
検
診

休
業
の
実
績
と
し
て
は
、

平
成
26
年
度
、
平
成
28
年

度
、
令
和
元
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
１
名
ず
つ
育
児
休
暇

を
取
得
し
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

改
正
内
容
に
、
不
妊
治
療

に
か
か
る
有
休
を
最
大
10

理
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ
を

受
け
取
り
、
そ
れ
を
各
関

係
シ
ス
テ
ム
へ
転
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
事
務
担
当
者
は

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー

タ
を
取
り
込
み
、
そ
の
ま

ま
事
務
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

Ｑ　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
以
外
に
広
げ
る

率
ア
ッ
プ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

Ａ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る

と
い
う
こ
と
は
ウ
イ
ル
ス

感
染
を
予
防
す
る
と
い
う
一

定
の
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

一
旦
が
ん
に
罹
患
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
検
診

で
い
ち
早
く
そ
れ
を
発
見

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
回
の
接
種
対
象
者
に
送

る
資
料
の
中
に
も
、
併
せ

て
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
も
情
報
提
供
し
て
、
２

つ
の
方
向
か
ら
子
宮
頸
が

ん
の
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対

象
者
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ　

対
象
者
は
、
年
齢
が
17
歳

か
ら
25
歳
位
ま
で
と
な
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

有
効
性
は
、
16
歳
以
下
の

標
準
対
象
年
齢
で
い
け
ば

中
学
校
１
年
生
が
効
果
的

日
間
取
得
で
き
る
「
出
生

サ
ポ
ー
ト
休
暇
」
は
含
ま

れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

Ａ　

出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
に
つ

い
て
は
今
回
の
改
正
と
は

別
に
、
規
則
改
正
に
よ
り

令
和
４
年
４
月
に
施
行
済

み
で
す
。

に
は
、
新
た
に
シ
ス
テ
ム

改
修
を
必
要
と
し
ま
す
か
。

Ａ　

子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
15
の
手
続
き

の
ほ
か
、
介
護
の
11
の
手

続
き
を
新
た
に
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
今
後
、
新
た

に
介
護
の
11
の
手
続
き
を

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

と
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
の

方
が
接
種
し
て
も
、
一
定
程

度
の
有
効
性
が
あ
る
も
の

と
厚
労
省
か
ら
は
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対

象
者
は
、
保
護
者
の
同
意

を
必
要
と
し
な
い
成
人
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
成
人

年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り

接
種
の
自
己
決
定
を
支
援

す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す

が
、
予
診
票
を
工
夫
す
る

な
ど
理
解
を
促
す
よ
う
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

Ａ　

予
診
票
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
接
種
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
そ

れ
が
い
つ
な
の
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
予
診
票
の
中

に
も
ご
記
入
い
た
だ
く
欄

が
追
加
さ
れ
る
と
い
う
、
こ

の
辺
り
が
変
更
点
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
９
号
〉
令
和
４
年
度
白
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

Point 4

市
内
３
橋
の
修
繕
工
事
の
増
額
補
正
を
可
決

　

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
橋
梁
修
繕
工
事
の
設
計
変
更
に
伴
い
、
工
事
費
が
不
足
す
る
た
め
所
要
額

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
実
施
予
定
の
橋
梁
修
繕
工
事
の
設
計
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
工
事
費
が
不
足

す
る
た
め
所
要
額
を
計
上
し
、
４
３
０
０
万
円
の
増
額
補
正
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

質

疑

意

見

な

ど

Ｑ　

設
計
の
変
更
精
査
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理

由
は
な
ん
で
す
か
。

Ａ　

中
木
戸
上
橋
で
は
、
北
総

鉄
道
の
施
設
に
近
接
す
る

工
事
箇
所
で
は
、
鉄
道
管

理
者
の
立
ち
合
い
が
必
要

に
な
り
、
北
総
鉄
道
と
の

協
議
で
当
初
の
立
会
人
の

人
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
落
橋
防
止
装
置
の

改
修
で
は
、
差
し
込
み
ボ

ル
ト
用
の
穴
の
位
置
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
で
、
落
下

防
止
装
置
の
形
状
・
重
量

が
変
更
さ
れ
設
置
費
用
が

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
１
０
７
Ａ
橋
の
伸
縮

装
置
補
修
で
は
、
安
全
対

策
内
容
の
変
更
が
あ
り
、

交
通
整
理
員
の
増
額
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

中
木
戸
上
橋
は
45
年
経
過

し
て
い
ま
す
。
橋
梁
本
体

上
部
に
問
題
は
な
い
で
す

か
。

Ａ　

上
部
構
造
の
点
検
項
目
と

な
る
主
桁
・
横
桁
・
床
板

の
判
定
区
分
は
全
て
健
全

で
、
機
能
に
支
障
は
な
い

状
態
で
す
。
下
部
構
造
で

も
橋
脚
・
橋
台
の
判
定
も

健
全
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
承
部
本
体
は
予

防
保
全
段
階
、
落
橋
防
止

シ
ス
テ
ム
は
健
全
な
状
態

で
す
。
こ
れ
ら
の
点
検
は

道
路
橋
点
検
士
な
ど
の
技

術
者
が
行
っ
て
お
り
、
信

頼
で
き
る
も
の
で
す
。

　
　

平
成
31
年
度
の
中
木
戸
上

橋
の
総
合
検
査
結
果
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
健
全
度
２

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

対
策
区
分
の
判
定
で
は
Ｃ

１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予

防
保
全
の
観
点
か
ら
速
や

か
に
補
修
等
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
は
大
災
害
か
ら
人
々
の

安
全
を
守
る
た
め
の
対
策

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
将
来
に
向
け
た

橋
梁
等
の
計
画
の
見
解
に

よ
る
と
、
今
後
腐
食
進
行

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
梁
工
事
に
つ
い
て
充
分

な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

賛成



しろい議会だより（３） 第158号 令和 4年 8月15日発行

白井市議会ウェブサイト 白井市議会

　
　
議
案
の
審
議
・
議
決

　

議
決
と
は
議
員
の
意
思
表
示

で
、
議
会
の
意
思
決
定
を
す
る

こ
と
で
す
。

　

市
長
や
議
員
か
ら
提
案
さ
れ

た
条
例
の
制
定
・
改
廃
や
予
算

の
決
定
、
決
算
の
認
定
な
ど
の

議
案
は
、
審
議
を
行
い
議
決
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
予
算
の
決
定

　

予
算
は
、
市
の
「
家
計
」
で

す
。
翌
年
度
は
ど
の
く
ら
い
の

収
入
が
あ
っ
て
、
何
に
い
く
ら

使
う
か
計
画
し
た
案
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て

適
正
か
審
議
を
行
い
ま
す
。

　
　
決
算
の
認
定

　

前
年
度
に
市
が
使
っ
た
お
金

に
つ
い
て
、
適
正
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
審
議
し
ま
す
。

　
　
条
例
の
制
定
・
改
廃

　

新
し
く
制
定
す
る
条
例
や
、

今
あ
る
条
例
の
改
正
・
廃
止
の

審
議
を
行
い
ま
す
。

　
　
同
意

　

副
市
長
や
監
査
委
員
、
教
育

委
員
会
委
員
な
ど
の
選
任
・
任

命
に
つ
い
て
、
審
議
を
行
い
ま

す
。

　
　
請
願
・
陳
情
審
査

　

市
民
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た

請
願
な
ど
を
議
決
し
ま
す
。

　
　
意
見
書

　

例
え
ば
市
民
の
暮
ら
し
に
関

す
る
こ
と
で
問
題
が
発
生
し
て

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
と
市
だ
け
で
は
解
決
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
し
ま
す
。

　
　
決
議

　

市
議
会
と
し
て
の
意
思
表
明

を
行
う
こ
と
で
す
。
政
治
的
効

果
を
期
待
し
て
議
決
す
る
も
の

で
す
。

　  

議
会
の
調
査
権 

　

市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
を

し
た
り
、
各
関
係
者
の
出
頭
・

証
言
や
記
録
の
提
出
を
請
求
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

強
制
力
を
伴
う
も
の
で
、
狙
い

は
真
相
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　  

議
会
の
検
査
権 

　

議
会
が
執
行
機
関
に
対
す
る

監
視
的
機
能
を
果
た
す
た
め
、

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

検
査
の
方
法
は
、
書
類
な
ど
の

検
閲
と
執
行
機
関
か
ら
の
報
告

を
求
め
る
や
り
方
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。

　  

監
査
請
求
権 

　

市
の
監
査
委
員
に
対
し
監
査

を
求
め
、
そ
の
報
告
を
請
求
で

き
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
専
門

的
機
関
で
あ
る
監
査
委
員
が
、

市
の
事
務
を
調
査
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
監

査
が
期
待
で
き
る
な
ど
の
特
色

が
あ
り
ま
す
。

議  会議  会

のの

主 な 仕 事主 な 仕 事

議  会議  会

のの

主 な 仕 事主 な 仕 事

議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表議 案 等 審 議 結 果 一 覧 表
〇は賛成　×は反対　欠は欠席　―は採決に不参加

議案等
番　号 件　　　名 付　　託

委員会名
審　議
結　果

各議員の賛否

日本共産党 公明党 しろい
未来研究会 白井令和 政和 さわやか

NT21 市民の声 議長

徳本 中川 石井 植村 斉藤 田中 和田 広沢 古澤 長谷川 伊藤 秋谷 血脇 岡田 平田 竹内 柴田 影山 小田川 岩田

第
２
回
定
例
会

市
長
提
出
の
も
の

議案第１号 固定資産評価審査委員　髙橋響子氏の選任 ― 同意 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第２号 専決処分（税条例の一部を改正する条例）の
承認

総務企画
常任委員会 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第３号 専決処分（都市計画税条例の一部を改正する
条例）の承認

総務企画
常任委員会 承認 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第４号 専決処分（国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）の承認

教育福祉
常任委員会 承認 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第５号 手数料条例の一部を改正する条例の制定 総務企画
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 総務企画
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第７号 契約の変更 教育福祉
常任委員会 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第８号 一般会計補正予算（第２号） ― 原案可決 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ―

議案第９号 一般会計補正予算（第３号） 各常任
委員会 原案可決 × × ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ― ― × ―

議案第 10 号 一般会計補正予算（第４号） 各常任
委員会 原案可決 ◯ ◯ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ◯ ◯ ◯ ―

議案第 10号一般会計補正予算（第４号）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分）活用事業

事　業 内　容 補正予算額 担当課

出産育児応援給付金
令和４年４月２日から令和５年４月１日までの間に出生した子を養育する父母等
に対し、対象児１人につき10万円を給付
　※年間 300人の出生を見込む

3,047万1千円 子育て支援課

原油価格・
物価高騰対策支援金

原油価格及び物価高騰に伴い深刻な影響を受ける法人及び個人事業主に対し、
原油価格・物価高騰対策支援金（法人１社 20万円、個人10万円）を給付
　※法人 350 社、個人 500 社を見込む

1億2,592万4千円 産業振興課

学校給食費の負担軽減
学校給食（学校給食センター、桜台小中学校）の質・量を維持するとともに、
保護者等の負担の軽減を図る
　※学校給食センター賄材料費、桜台小中学校は補助

733万4千円 教育支援課
（学校給食センター）

合　　　　計 1億6,372万9千円
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令 和 ３ 年 度 　 政 務 活 動 費 の 公 表令 和 ３ 年 度 　 政 務 活 動 費 の 公 表

白井市議会政務活動費の取り扱いに関する基準白井市議会政務活動費の取り扱いに関する基準
白井市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき交付される政務活動費の使途取り扱いについては、次のとおりです。

政務活動費は、議員報酬とは別に議員活動に必要な調査研究その他の活動に資するため必要な経費として支払います。一人当たり年額36万円で、
残金は市へ返納します。各議員の内訳は下記のとおりです。なお、白井市議会ホームページで収支報告書・領収書を９月より公開予定です。

項　目 内　　容 支出できる経費 支出できない経費例

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研
究及び調査委託に関する経費

⒜国内視察に伴う経費
⒝宿泊費
⒞視察時の手土産

・友好姉妹都市訪問のための費用
・�政党活動（党大会への出席に要する経費、党大会賛助
金及び　国、県の上部組織に伴う活動）に要する経費
・市及び各種団体が開催する行事に出席するための経費
・昼食代、夕食代
・海外視察費
・グリーン車、ビジネスクラス等

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費及び団体
等が開催する研修会の参加に要する経費

⒜研修への参加費、交通費
⒝宿泊費
⒞研修会開催に伴う講師謝礼金、会場借り上げ費

・政党が主催する研修等への参加費、交通費、宿泊費
・昼食代、夕食代

広報費 議員が行う活動及び市政について市民に報告するた
めに要する経費

⒜広報費
⒝�議会報告発行費用
　印刷費、新聞折り込み代、ポスティング費、紙代
⒞報告会費

・議員の後援会及び政党活動に関する発行物
・個人、後援会が作成するホームページに係る費用
・ミニコミ紙等への掲載費用
・茶菓子代

広聴費 議員が行う市民からの市政及び議員の活動に対する
要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する経費

⒜会場費
⒝資料代 ・茶菓子代

要請・陳情活動費 議員が要請及び陳情活動を行うために必要な経費 ⒜交通費
⒝資料印刷費 ・飲食代

会議費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
への議員の参加に要する経費

⒜交通費
⒝会場費
⒞資料印刷費

・選挙区内にある団体に会員として納める会費
・飲食代及び茶菓子代
・飲食を主とする会合に出席するときの会費
例：�懇親会、祝賀会、記念式典、賀詞交換会など会派
や議員間の懇談会に関わる経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費 ⒜印刷製本代
・�政党活動や選挙活動に当たるもの（選挙ポスター、ビ
ラ等）
・議会報告以外の発行物

資料購入費 議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要す
る経費

⒜書籍
⒝新聞
⒞定期刊行物
⒟有料データベース使用料
⒠ CD・ROM、DVD 等映像資料の購入代

・当該議員の所属す政党機関紙・書籍等の購入
・調査研究に適さない図書等

事務費
議員が行う活動に必要な事務用消耗品及び備品の購
入、事務機器の賃借、通信機器の使用等に要する経
費

⒜事務費
⒝自動車等の燃料費
⒞電話等の通信費
⒟事務用機器
⒠事務用機器（複写機等）リース料
⒡事務用消耗品

・切手、はがきの大量購入は不可

令和３年度　政務活動費収支報告（令和３年４月～令和４年３月）� （単位：円）
議席
番号 議員名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請

陳情活動費 会議費 資料作成
費

資料購入
費 事務費 合　計 返金額

1 石　川　史　郎 86,932 60,000 15,926 11,006 86,932 0 
2 岡　田　　　繁 360,000 35,469 40,800 110,335 186,604 173,396 
3 徳　本　光　香 360,000 13,160 25,904 63,493 102,557 257,443 
4 広　沢　修　司 360,000 400 203,500 156,372 360,272 0 
5 和　田　健一郎 360,000 0 360,000 
6 平　田　新　子 360,000 65,994 159,365 9,210 14,293 114,196 363,058 0 
7 秋　谷　公　臣 360,000 620 103,860 72,199 176,679 183,321 
8 田　中　和　八 360,000 15,926 41,487 122,340 179,753 180,247 
9 小田川　敦　子 360,000 67,260 69,876 11,889 62,194 81,444 292,663 67,337 
10 中　川　勝　敏 360,000 3,630 123,315 120,745 247,690 112,310 
11 斉　藤　智　子 360,000 224,386 2,771 109,124 57,633 393,914 0 
12 伊　藤　　　仁 360,000 1,855 94,947 101,473 198,275 161,725 
13 植　村　　　博 360,000 96,387 30,817 102,338 104,638 334,180 25,820 
14 石　井　恵　子 360,000 155,828 10,954 111,611 79,555 357,948 2,052 
15 影　山　廣　輔 180,000 69,329 547 4,118 4,029 78,023 101,977 
16 長谷川　則　夫 360,000 222,860 117,700 84,000 424,560 0 
17 古　澤　由紀子 360,000 62,300 69,902 132,202 227,798 
18 柴　田　圭　子 360,000 117,760 104,656 6,660 110,472 23,845 363,393 0 
19 竹　内　陽　子 360,000 19,876 134,200 1,500 21,760 102,742 129,404 409,482 0 
20 血　脇　敏　行 360,000 167,589 103,402 270,991 89,009 
21 岩　田　典　之 360,000 139,829 11,921 152,592 55,658 360,000 0 

合　計 7,106,932 35,469 330,890 1,376,716 547 1,500 141,573 1,776,812 1,665,669 5,319,176 1,942,435
※　令和３年度の政務活動費使用分から広報費と事務費の限度額 12 万円がなくなりました。（令和３年６月 25 日全員協議会で決定】
※　ポイント付与等の取扱いについては、疑義の生じないように注意すること（令和３年 10 月４日全員協議会で決定）

（故）
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　15人（23項目）の
質問があり、その要
約を掲載しました。
詳細については、会
議録をご覧くださ
い。この文章は各議
員が作成していま
す。

問　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
な
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
接
種
だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ

ま
せ
ん
。
時
期
を
合
せ
、
健
康

増
進
事
業
の
重
点
的
取
り
組
み

に
子
宮
頸
が
ん
検
診
も
追
加
し
、

検
診
率
向
上
を
進
め
て
は
。

答　

す
ぐ
に
重
点
と
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

更
年
期
離
職
が
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
が
、
更
年
期
に
関

す
る
市
か
ら
の
情
報
発
信
が
皆

無
に
等
し
い
。
見
解
を
伺
う
。

答　

情
報
を
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
部
署
と
連
携
し

検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　
「
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
作
り
」
を
進
め
る
行
動

計
画
策
定
の
対
策
と
周
知
は
。

答　

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

電
話
申
し
込
み
が
可
能
に

な
っ
た
市
の
自
宅
療
養
者
支
援

は
、
食
料
以
外
に
生
理
用
品
等

も
届
け
て
も
ら
え
ま
す
か
。

答　

買
物
支
援
で
可
能
で
す
。

問　

ご
み
減
量
の
目
的
で
ご
み

袋
を
値
上
げ
し
処
理
料
を
有
料

化
す
る
方
針
で
す
が
、
有
料
化

あ
り
き
で
な
く
目
標
達
成
で
き

た
ら
見
直
し
を
し
ま
す
か
。

答　

目
標
達
成
し
て
も
さ
ら
な

る
減
量
が
必
要
で
経
費
節
減
に

も
で
き
る
た
め
、
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
ご
み
処
理
料
有
料
化
の
検
討

を
続
け
て
い
ま
す
。

問　

市
は
学
校
や
福
祉
施
設
の

濃
厚
接
触
者
以
外
で
も
希
望
者

に
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
も
き
ち
ん

と
希
望
を
募
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

今
後
も
実
施
予
定
で
す
。

問　

物
価
高
騰
で
給
食
の
質
と

量
を
下
げ
な
い
対
応
を
す
る
そ

う
で
す
が
、
現
在
の
品
質
の
保

持
は
大
丈
夫
で
す
か
。

答　

値
上
げ
の
事
実
を
調
査
し

な
が
ら
支
援
を
検
討
中
で
す
。

問　

ヤ
ン
グ
ハ
ー
ト
で
の
食
育

指
導
と
給
食
提
供
の
考
え
は
。

答　

調
理
実
習
を
通
じ
て
食
育

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
配

食
は
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問　

男
女
平
等
推
進
行
動
計
画

で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
に
つ

い
て
学
校
教
育
で
食
育
等
取
組

む
と
あ
る
が
、
教
育
振
興
基
本

計
画
に
は
整
合
性
の
あ
る
記
載

が
な
い
。
権
利
の
意
識
醸
成
・

浸
透
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

今
後
研
究
し
検
討
し
ま
す
。

問　

地
場
産
品
を
学
校
給
食
に

増
や
し
て
い
く
流
れ
の
中
で
必

要
量
が
課
題
。
自
校
式
給
食
で

進
め
る
事
の
適
性
に
つ
い
て
。

答　

小
規
模
校
の
方
が
、
安
定

的
に
供
給
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
導
入

の
検
討
を
進
め
る
考
え
は
。

答　

導
入
例
を
把
握
し
ま
す
。

問　

市
の
「
核
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
念
」
す
る

宣
言
は
全
世
界
１
６
６
か
国
加

盟
の
平
和
首
長
会
議
の
理
念
と

一
致
し
ま
す
。
核
禁
止
条
約
締

結
を
政
府
に
求
め
る
考
え
は
。

答　

平
和
首
長
会
議
の
立
場
は

理
解
し
ま
す
が
、
本
市
議
会
で

も
陳
情
が
否
決
さ
れ
る
な
ど
多

様
な
意
見
が
あ
る
た
め
厳
し
い

安
全
保
障
の
中
で
政
府
に
求
め

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

市
長
は
核
使
用
が
前
提
の

抑
止
論
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答　

私
個
人
は
署
名
も
し
た
立

場
で
す
の
で
、
や
は
り
核
の
な

い
平
和
な
世
界
を
目
指
す
こ
と

に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

問　

家
庭
系
ご
み
有
料
化
の
答

申
が
出
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理

費
の
３
市
町
一
元
化
等
も
含
む

ご
み
処
理
の
今
後
の
展
望
は
。

答　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

施
設
規
模
の
検
証
、
家
庭
ご
み

有
料
化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別

収
集
等
で
更
な
る
「
ご
み
の
減

問　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
そ
の
都
度
、
施
設
の
修

繕
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

修
繕
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答　

利
用
者
が
安
全
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
競
技
に

支
障
の
な
い
よ
う
、
随
時
修
繕

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
走
路
の
塗
装
が
剥
が
れ
て
い

る
箇
所
や
、
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

内
の
芝
生
の
凹
凸
が
あ
る
と
こ

ろ
な
ど
今
後
も
修
繕
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

問　

白
井
市
運
動
公
園
の
運
営

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

運
営
に
つ
い
て
は
、
類
似

施
設
で
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
経

験
豊
富
な
職
員
に
よ
る
施
設
の

問　

白
井
駅
周
辺
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
機
能

維
持
の
た
め
の
支
出
を
止
め

て
、
企
業
局
の
土
地
で
あ
る
大

型
電
気
店
の
土
地
を
市
が
買
い

取
り
、
定
期
借
地
権
を
設
定

し
、
民
間
開
発
の
建
物
に
文
化

セ
ン
タ
ー
機
能
を
移
設
す
る
こ

と
や
、
民
間
建
物
と
公
共
施
設

を
一
体
に
し
て
い
る
鎌
ヶ
谷
き

ら
り
ホ
ー
ル
を
参
考
に
、
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
を
移
設
し
、
民

間
開
発
に
よ
る
建
物
と
一
体
に

し
て
以
前
あ
っ
た
ラ
・
ポ
ア
ー

ル
の
よ
う
な
飲
食
店
を
誘
致
す

る
な
ど
、
公
共
施
設
再
配
置
に

よ
る
官
民
連
携
や
、
市
役
所
隣

接
エ
リ
ア
の
将
来
像
を
、
利
便

性
も
悪
く
市
民
の
利
用
も
少
な

く
賑
わ
い
の
場
に
な
っ
て
い
な

い
運
動
公
園
を
移
設
し
、
利
便

性
が
よ
い
総
合
公
園
に
健
康
増

進
施
設
や
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、

フ
ッ
ト
サ
ル
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

な
ど
を
追
加
し
、
健
康
文
化
都

市
に
資
す
る
に
ぎ
わ
い
の
場
の

創
出
に
つ
な
げ
る
考
え
、
さ
ら

に
、
廃
止
も
含
め
検
討
の
余
地

が
あ
る
市
民
プ
ー
ル
や
、
小
中

学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
総
合

公
園
内
や
そ
の
隣
地
で
の
プ
ー

ル
誘
致
に
興
味
あ
る
民
間
企
業

と
協
議
し
、
公
共
施
設
再
配
置

に
よ
る
官
民
連
携
で
民
間
の

プ
ー
ル
を
誘
致
し
委
託
す
る
考

え
等
、
こ
れ
ら
、
公
共
施
設
再

配
置
に
よ
る
官
民
連
携
で
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

企
業
誘
致
推
進
事
業
は
、

新
た
な
産
業
の
受
け
皿
づ
く
り

を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
地
域
雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
事
業
の
主
た
る
目
的
で
あ

り
、
公
共
施
設
の
再
配
置
が
企

業
誘
致
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
企
業
誘
致
を
伴
う
該
当
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
企
業
誘
致
推
進

事
業
に
於
い
て
も
検
討
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

巡
視
点
検
な
ど
、
民
間
能
力
を

活
用
し
つ
つ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
及
び
効
率
的
な
施
設
運

営
を
行
い
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

資
す
る
こ
と
と
し
て
、
指
定
管

理
者
制
度
へ
移
行
し
て
い
ま

す
。

問　

積
水
化
学
女
子
陸
上
部
ラ

ン
ナ
ー
を
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
う
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
積
水
化
学
女
子
陸
上
部

は
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
で
優
勝
し

て
い
ま
す
。
白
井
運
動
公
園
で

何
年
も
前
か
ら
練
習
し
て
い
る

の
で
、
白
井
運
動
公
園
の
Ｐ
Ｒ

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　

積
水
化
学
女
子
駅
伝
部
は

柏
市
周
辺
を
活
動
拠
点
と
し
た

実
業
団
チ
ー
ム
で
す
が
、
白
井

運
動
公
園
の
利
用
だ
け
で
な
く

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の

協
力
、
３
０
０
０
ｍ
障
害
水
濠

ハ
ー
ド
ル
の
寄
付
を
い
た
だ
く

な
ど
、関
係
も
深
い
こ
と
か
ら
、

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

い
た
だ
け
ま
す
と
、
市
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

量
化
・
資
源
化
」
を
、
印
西
地

区
環
境
整
備
事
業
組
合
と
検
討

し
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

問　

２
月
に
脱
炭
素
宣
言
を
し

た
白
井
市
の
今
後
の
動
き
は
。

答　

環
境
基
本
計
画
や
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
。

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
家
電
等
の
普

及
拡
大
や
市
の
事
務
事
業
で
温

室
効
果
ガ
ス
の
46
％
削
減
等
、

オ
ー
ル
白
井
で
良
好
な
環
境
を

未
来
に
繋
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち

を
目
指
し
て
取
組
み
ま
す
。

問　

各
種
計
画
や
部
署
の
間
で

の
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
な
い
、
脱

炭
素
化
の
全
庁
的
な
調
整
は
。

答　

専
門
家
に
よ
る
研
修
会
を

実
施
。
横
断
的
推
進
、
脱
炭
素

を
見
据
え
た
内
容
の
見
直
し
等

具
体
的
指
示
が
出
て
い
ま
す
。

問　

国
は
２
０
３
０
年
迄
に
新

築
建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
※
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
50
％
減
）
を
自
治
体
に

求
め
認
定
基
準
・
省
エ
ネ
補
助

事
業
・
相
談
窓
口
等
を
設
け
て

い
ま
す
。
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
他
の
新
築
や
公
共
施
設
他

の
大
規
模
改
修
、
建
築
後
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
も
含
ん
だ
Ｚ
Ｅ

Ｂ
ポ
ー
タ
ル
へ
の
市
の
考
え
は
。

答　

第
三
次
環
境
基
本
計
画
に

公
共
施
設
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
検
討
を

位
置
づ
け
、
国
の
補
助
金
の
動

向
を
見
な
が
ら
公
共
施
設
の
大

規
模
改
修
等
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
検

討
し
、
民
間
に
は
省
エ
ネ
の
推

進
環
境
認
証
制
度
の
手
続
き
等

で
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
増
加
す
る
認
知
症
の
方
々

と
共
に
生
き
る
白
井
市
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
医

療
介
護
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
な
ど
の

高
齢
者
世
代
へ
の
対
応
」
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

�

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ　

設
計･

資
材･

設
備
等
に
よ
り
、
建
築
や
維
持
管
理

に
お
い
て
省
エ
ネ･

創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
を
目
指
し
た

｢

ゼ
ロ･

エ

ネ
ル
ギ
ー･

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
こ
と

　
女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
応
じ
た

�

支
援
対
策
の
充
実
を
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
は
　

　
学
校
給
食
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

�

市
の
考
え
は
　

　
白
井
市
平
和
都
市
宣
言
の
実
行
を
　

　
変
化
す
る
生
活
環
境
へ
の

�

白
井
市
の
体
制
を
問
う
　

　
白
井
市
運
動
公
園
の
修
繕

�

今
後
の
運
営
は
　

　
公
共
施
設
再
配
置
に
よ
る
官
民
連
携
で
の

�

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案
　

小
田
川　

敦
子
議
員

徳
本　

光
香
議
員

平
田　

新
子
議
員

秋
谷　

公
臣
議
員

田
中　

和
八
議
員
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問　

昨
年
よ
り
生
理
用
品
を
学

校
に
配
布
し
た
経
緯
と
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

県
教
育
委
員
会
よ
り
、
経

済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
生
理
用

品
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
が
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
福
祉
的
な
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
市
で
は
、
防
災
備
蓄
の
生

理
用
品
を
有
効
活
用
し
、
小
中

学
校
に
配
布
し
ま
し
た
。
活
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
の

洗
面
所
や
個
室
に
配
備
し
た
他
、

「
困
っ
た
ら
知
ら
せ
て
」
と
い

う
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
保
健

室
で
手
渡
し
し
ま
し
た
。
使
用

状
況
は
ト
イ
レ
配
備
の
学
校
で

４
月
一
か
月
間
に
７
個
。
保
健

室
手
渡
し
の
学
校
で
は
一
か
月

平
均
、
小
学
校
が
２
個
、
中
学

校
が
７
個
で
し
た
。

問　

配
布
方
法
を
、
小
中
学
校

別
に
伺
い
ま
す
。

答　

昨
年
よ
り
ト
イ
レ
に
配
備

し
て
い
た
学
校
は
小
中
学
校
各

１
校
で
、
今
年
度
も
継
続
し
て

い
る
の
は
小
学
校
１
校
。
ま
た

ト
イ
レ
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

保
健
室
で
配
布
し
て
い
る
学
校

は
小
中
学
校
各
４
校
で
す
。

問　

今
年
１
月
か
ら
、
全
て
の

県
立
学
校
で
生
理
用
品
の
非
対

面
に
よ
る
無
償
提
供
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
モ
デ
ル
実
施

し
た
調
査
で
は
、
４
か
月
間
の

利
用
が
非
対
面
式
４
５
９
４
個
、

対
面
式
８
６
５
個
で
し
た
。
こ

の
結
果
か
ら
県
教
育
委
員
会
は
、

生
徒
が
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き

る
場
の
必
要
性
を
把
握
で
き
た

と
し
て
い
ま
す
。
市
内
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置

く
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

全
て
の
女
子
児
童
生
徒
が
安
心

な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
配
備
し
て
い
く
こ
と
を

今
後
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
の
ト
イ
レ
に

�

生
理
用
品
の
配
置
を
　

斉
藤　

智
子
議
員

問　

マ
ス
ク
や
防
護
服
な
ど
不

足
し
た
際
、
台
湾
か
ら
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
道
な
交
流

が
今
後
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

梨
を
は
じ
め
と
し
た
農
産
品
を

台
湾
に
輸
出
す
る
考
え
は
。

答　

梨
は
数
年
前
よ
り
生
産
者

団
体
独
自
で
の
梨
の
輸
出
は

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
近
年
梨
栽
培
面
積
の
減

少
な
ど
で
出
荷
量
が
減
少
し
国

内
で
賄
い
き
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
生
産
者
団
体
の
意
向
や

実
績
を
踏
ま
え
る
と
、
現
在
の

と
こ
ろ
海
外
輸
出
販
売
は
難
し

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

市
と
し
て
産
業
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
需
要
が
あ
り
ま
し
た
か
。

答　

昨
年
末
か
ら
今
年
初
旬
の

調
査
結
果
で
物
流
施
設
と
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
に
強
い
需
要
が
あ

る
と
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

台
湾
の
半
導
体
企
業
が
日

本
国
内
に
一
兆
円
規
模
で
工
場

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

よ
り
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を

始
め
ま
し
た
。

問　

水
利
権
確
保
後
は
ど
の
よ

う
に
す
す
め
る
の
で
す
か
。

問　

令
和
７
年
度
ま
で
に
、
残

る
６
小
学
校
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
設
立
推
進
支
援
の
職
員

体
制
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設

立
に
向
け
、
課
長
級
職
員
を

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
５
名

体
制
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問　

設
立
後
、
防
災
体
制
は
重

要
課
題
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

昨
年
10
月「
避
難
所
開
設
・

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し

ま
し
た
が
、
地
震
や
風
水
害
の

被
害
を
想
定
し
た
調
査
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の

避
難
所
の
実
情
に
合
わ
せ
て
内

容
を
見
直
し
、適
宜
工
夫
を
し
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
作
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

目
的
と
本
市
の
考
え
方
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原
油

価
格
や
電
気
、
ガ
ス
料
金
を
含

む
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

生
活
者
や
事
業
者
の
負
担
軽
減

を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
き
め

細
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
目

的
で
対
象
は
物
価
高
騰
等
に
直

面
す
る
生
活
者
や
事
業
者
で
す
。

問　

学
校
給
食
費
の
負
担
は
。

答　

量
や
質
を
変
え
ず
、
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
分
は
交

付
金
を
使
い
市
が
負
担
し
ま
す
。

問　

非
課
税
世
帯
で
は
な
く
ギ

リ
ギ
リ
課
税
世
帯
は
生
活
が

困
っ
て
い
て
も
支
援
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
支
援
の
拡
充
は
。

答　

現
在
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

中
小
企
業
、個
人
事
業
主
、

農
家
は
資
材
や
原
材
料
、
肥
料

な
ど
の
高
騰
で
支
援
が
必
要
で

す
。
交
付
金
活
用
の
考
え
は
。

答　

事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、

補
正
予
算
案
を
提
出
し
ま
す
。

問　

市
民
全
体
に
対
し
て
、
在

宅
避
難
が
奨
励
さ
れ
る
住
民
の

割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

答　

約
８
割
の
市
民
は
在
宅
避

難
が
可
能
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

自
治
会
等
に
よ
る
自
主
防

災
組
織
の
設
置
状
況
と
、
カ

バ
ー
率
を
上
げ
る
た
め
の
課
題

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
数

及
び
カ
バ
ー
率
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
末
で
62
組
織
、
約

70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治

会
組
織
が
な
い
地
域
も
存
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
、

い
か
に
災
害
時
の
共
助
の
仕
組

み
を
作
り
上
げ
て
い
く
か
を
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

在
宅
避
難
の
場
合
で
も
物

資
等
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
、
避
難
所
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
る
の
は
何
故
で
す
か
。

答　

避
難
所
は
、
地
域
の
被
災

者
支
援
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

在
宅
避
難
で
あ
っ
て
も
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

避
難
所
利
用
者
カ
ー
ド
の
記
入

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

問　

在
宅
避
難
者
の
特
に
高
齢

者
等
は
、
水
な
ど
の
物
資
の
支

援
を
受
け
る
た
め
避
難
所
を
行

き
来
す
る
事
と
な
れ
ば
大
き
な

リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

集
合
住
宅
の
高
層
階
に
住
む
住

民
の
多
く
が
水
を
求
め
て
避
難

所
で
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
避
難
所
の
収
容
可
能
人
数

を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
避
難
所

だ
け
で
な
く
広
域
避
難
場
所
で

あ
る
総
合
公
園
や
、
市
内
に
６

か
所
あ
る
指
定
緊
急
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
公
園
等
で
配
布

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

避
難
生
活
が
長
期
化
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
よ
り
身
近
な
場

所
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制

の
検
討
が
必
要
と
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

学
校
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
発
見
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
重
要
で
す
。
配
置
状
況

は
。

答　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
内

の
学
校
か
ら
派
遣
要
請
す
る
と

県
か
ら
地
区
担
当
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

問　

市
の
今
後
の
取
組
み
は
。

答　

現
時
点
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が

国
の
調
査
結
果
を
見
る
と
子
ど

も
自
身
や
家
族
に
自
覚
が
な

い
、
自
覚
が
あ
っ
て
も
相
談
先

を
知
ら
な
い
、
家
庭
内
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
問
題
と
し
相
談
を

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
等
問
題
が
表

面
化
し
づ
ら
く
潜
在
化
す
る
構

造
で
す
。
市
職
員
や
福
祉
、
介

護
、
教
育
等
各
関
係
機
関
と
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
や

支
援
の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

問　

教
員
不
足
の
教
育
現
場
を

今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
で
進
め

て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
「
な
し
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
」
を
柱
と
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

積
極
的
な
開
発
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
し
、
特
別
支
援
教
育

の
使
命
等
を
全
教
員
に
浸
透
さ

せ
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
授
業

に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
リ

モ
ー
ト
授
業
で
学
習
の
機
会
の

保
証
の
一
方
で
、
視
力
へ
の
影

響
等
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
ト
ラ
ブ
ル
も
全
国
的
な
問
題

と
な
り
、
教
員
の
業
務
が
増
え

て
い
る
現
実
も
あ
り
ま
す
。

問　
「
特
別
免
許
状
」
を
持
つ

社
会
人
の
活
用
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

答　

積
極
的
な
活
用
を
含
め
、

教
職
員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
経
産

省
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問

題
か
ら
、
半
導
体
生
産
国
内
回

帰
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
成
田

空
港
に
近
い
白
井
市
と
し
て

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
親
和
性
の

高
い
と
思
わ
れ
る
産
業
に
特
化

し
、
市
が
用
地
を
先
行
取
得
し

誘
致
を
行
う
攻
め
の
戦
略
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

財
政
上
の
制
約
な
ど
が
あ

り
想
定
は
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
白
井
市
の
企
業
誘
致

最
大
の
課
題
は
受
け
皿
が
な
い

事
で
あ
り
、
課
題
解
決
の
１
つ

と
承
知
し
て
ま
す
。

問　

印
西
市
で
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
市
内
の
社

会
保
険
大
学
校
跡
地
が
、
最
低

価
格
４
倍
以
上
で
落
札
さ
れ
、

白
井
も
急
激
に
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　

様
々
な
手
法
を
検
討
し
実

施
計
画
を
着
実
に
実
行
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
台
湾
な
ど
世
界
を
視
野
に
入
れ
た

�

白
井
の
産
業
発
展
　

　
ど
の
よ
う
に
す
す
め
て
い
く
か

�

６
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

（
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
）の
使
い
道
は
　

　
災
害
時
で
も
自
宅
で
過
ご
せ
る

�

仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
　

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
見
逃
さ
ず
に

�

取
組
み
を
　

　
教
員
が
不
足
の
教
育
現
場

�

ど
の
よ
う
な
対
応
を
　

和
田　

健
一
郎
議
員

竹
内　

陽
子
議
員

石
井　

恵
子
議
員

広
沢　

修
司
議
員
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問　

市
内
在
住
の
外
国
人
の
人

口
、
国
籍
別
、
年
齢
構
成
の
現

状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
５
月
末
日
現

在
の
外
国
籍
の
方
の
人
数
は

１
３
１
３
人
で
、
市
全
体
の
人

口
の
２
．
１
％
の
方
が
外
国
人

と
な
り
ま
す
。
年
齢
構
成
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
16
歳
未
満
の

方
が
１
６
３
人
、
16
歳
以
上
の

方
が
１
１
５
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
籍
別
の
人
数

及
び
割
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

上
位
５
か
国
で
は
、
中
国
の
方

が
一
番
多
く
４
３
２
人
で
32
．

９
％
、
２
番
目
が
ベ
ト
ナ
ム

の
方
２
４
８
人
で
18
．
９
％
、

３
番
目
が
ス
リ
ラ
ン
カ
の
方

１
７
３
人
で
13
．
２
％
、
４
番

目
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
１
０
１

人
で
７
．
９
％
、
５
番
目
が
韓

国
の
方
88
人
で
６
．
７
％
。
全

体
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
45
か

国
の
方
が
市
内
に
在
住
を
し
て

い
る
状
況
で
す
。

問　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
外

国
籍
の
子
ど
も
の
就
学
状
況
は

ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

小
学
校
54
名
、
中
学
校
21

名
で
す
。

問　

ど
う
い
っ
た
国
籍
の
子
ど

も
達
が
実
際
多
い
の
で
し
ょ
う

か
。

答　

一
番
多
い
の
が
中
国
で
36

名
、次
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
12
名
、

３
番
目
に
同
数
で
ペ
ル
ー
と
韓

国
が
７
名
ず
つ
で
す
。

問　

業
種
別
や
労
使
別
な
ど
の

就
労
・
労
働
条
件
の
実
態
は
。

答　

国
や
県
な
ど
の
統
計
調
査

に
お
い
て
、
白
井
市
を
単
位
と

し
た
外
国
人
市
民
の
就
労
・
労

働
状
況
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は

公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
に
お

い
て
も
数
値
と
し
て
実
態
は
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
市
内
在
住
の
外
国
人
の
実
態
　

岡
田　

繁
議
員

問　

現
在
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

答　

工
業
団
地
の
事
業
活
動
は
、

地
下
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
に
つ
い
て
は
。

答　

工
業
団
地
を
含
め
た
全
市

給
水
の
必
要
性
を
検
討
す
る
と

共
に
、
水
利
権
を
確
保
す
る
必

問　

デ
ジ
タ
ル
化
の
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

各
セ
ン
タ
ー
施
設
予
約
・

住
民
健
診
の
申
し
込
み
・
駐
輪

場
の
申
請
の
他
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
で
、
子
育

て
関
連
で
15
の
手
続
き
や
コ
ン

ビ
ニ
で
の
住
民
票
・
印
鑑
登
録

証
明
書
・
課
税
証
明
書
・
所
得

等
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
在
宅
勤
務

の
整
備
・
ウ
ェ
ブ
会
議
等
、
市

民
や
職
員
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

誰
も
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
と
電
子
申
請
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
が
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
、

今
後
は
運
転
免
許
証
と
し
て
も

利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。
民
間

問　

昨
年
８
月
に
ス
ク
ー
ル
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
と
目
的
は
。

答　

ス
ピ
ー
チ
能
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、

児
童
・
生
徒
の
交
流
を
目
的
に

様
々
な
提
案
を
期
待
し
て
計
画

し
ま
し
た
。

問　

教
育
行
政
に
お
け
る
位
置

づ
け
は
。

答　

ｅ
な
し
プ
ラ
ン
10
の
基
本

方
針
の
う
ち
の
３
点
が
関
連
し

ま
す
。

問　

縦
割
り
で
は
な
く
横
断
的

な
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

主
権
者
教
育
と
も
な
っ
て
い
る

の
で
は
。

答　

結
果
と
し
て
、
文
科
省
の

掲
げ
る
主
権
者
教
育
に
近
づ
く

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

児
童
・
生
徒
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
や
提
案
の
扱
い
は
。

答　

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

進
め
て
い
き
、
い
ろ
い
ろ
な
計

画
の
中
に
反
映
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　

北
総
線
運
賃
値
下
げ
発
表

後
の
、
市
の
情
報
発
信
は
。

答　

観
光
の
取
組
み
と
し
て
今

年
２
月
に
ち
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
バ

ス
が
主
体
と
な
り
、
市
と
ア
ニ

メ
制
作
会
社
の
共
同
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
、
西
白
井
の
副
駅

名
に
ち
な
み
、
駅
構
内
で
競
馬

学
校
に
関
す
る
常
設
展
示
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
放
送

開
始
の
競
馬
学
校
が
舞
台
の
ア

ニ
メ
で
は
、
ア
ニ
メ
に
登
場
し

た
市
内
の
場
所
を
ま
と
め
た
聖

地
巡
礼
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な

ど
、
市
外
か
ら
白
井
市
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を

実
施
中
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
現
状
は
。

答　

中
山
競
馬
場
の
白
井
特
別

競
走
や
柏
レ
イ
ソ
ル
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
デ
ー
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
中
止
が
続
き
ま
し
た
が
、

昨
年
度
か
ら
感
染
対
策
を
と
り

な
が
ら
少
し
ず
つ
再
開
さ
れ
、

今
年
度
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

12
月
の
一
般
質
問
で
、
ア

ニ
メ
の
他
に
大
河
ド
ラ
マ
と
の

コ
ラ
ボ
を
検
討
す
る
と
い
う
趣

旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
。

答　

内
部
で
の
調
整
が
ま
と
ま

ら
ず
、
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
舞

台
が
源
平
時
代
で
あ
る
の
は
分

か
っ
て
い
て
、
白
井
に
伝
わ
る

名
馬
生
食
（
い
け
ず
き
）
の
伝

説
と
絡
め
る
こ
と
が
可
能
で
し

た
。
歴
史
を
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
生
か
せ
た
の
で
は
。

答　

今
後
研
究
検
討
し
た
い
。

問　

大
河
ド
ラ
マ
は
今
年
終
わ

る
。
今
後
で
な
く
即
実
践
を
求

め
た
い
。
聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
白
井
を
訪
れ
た
人
に

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
仕
掛
け
が
必
要
で
は
。

答　

マ
ッ
プ
に
飲
食
店
な
ど
事

業
者
の
掲
載
を
検
討
中
で
す
。

　
「
市
が
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

し
ろ
い
ま
っ
ち
」
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

問　

景
観
行
政
団
体
に
移
行
す

る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　

市
の
景
観
の
特
色
で
あ
る

都
市
景
観
・
自
然
景
観
・
歴
史

文
化
景
観
を
、
守
り
育
み
次
世

代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

有
効
な
手
段
と
考
え
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
条
例
と
の
違

い
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

く
事
業
者
へ
の
景
観
へ
の
配
慮

は
お
願
い
ベ
ー
ス
で
す
が
、
景

観
計
画
策
定
後
は
景
観
施
策
の

実
効
性
が
高
ま
り
ま
す
。

問　

景
観
計
画
策
定
に
至
る
ま

で
の
予
定
は
。

答　

様
々
な
分
野
に
波
及
、
関

連
す
る
の
で
、
上
位
計
画
と
並

行
し
て
令
和
６
か
ら
７
年
度
に

策
定
し
ま
す
。

企
業
も
こ
れ
を
利
用
し
オ
ン
ラ

イ
ン
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
転
出
・
転
入
手
続

き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
必
要
な
経

費
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

書
か
な
い
窓
口
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど

を
、
聞
き
取
り
に
よ
り
職
員
が

申
請
書
の
作
成
を
ご
支
援
す
る

新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

本
市
で
も
ロ
ビ
ー
に
案
内
係
を

配
置
す
る
な
ど
し
、
円
滑
な
窓

口
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
複

写
式
の
住
民
異
動
届
を
採
用
し

一
枚
書
く
こ
と
で
各
手
続
き
も

で
き
る
な
ど
、
業
務
見
直
し
に

努
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
状
況

に
よ
り
、
代
筆
な
ど
書
類
作
成

サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

書
か
な
い
窓
口
の
き
っ
か

け
の
新
人
職
員
の
窓
口
利
用
実

験
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

本
市
の
人
材
育
成
基
本
方

針
に
目
指
す
べ
き
職
員
像
が
あ

り
ま
す
。
市
民
目
線
で
考
え
、

信
頼
さ
れ
る
職
員
で
す
。
そ
の

育
成
、
実
地
研
修
の
参
考
に
な

り
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

道
幅
の
狭
い
生
活
道
路
の

問
題
点
に
つ
い
て
。

答　

交
通
機
能
、
交
通
安
全
上

支
障
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
防
災

上
の
消
火
活
動
や
避
難
路
に
支

障
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
行
き
ま
す
か
。

答　

待
機
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け

る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
他
、

自
治
体
を
調
査
研
究
し
事
業
化

の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

河
原
子
街
道
の
歩
道
整
備

の
進
捗
状
況
は
。

答　

時
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
整
備
に
む
け
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

位
置
付
け
て
い
る
（
仮
）
下
長

殿
線
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答　

過
去
に
生
活
道
路
と
し
て

拡
幅
を
計
画
し
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

構
想
道
路
の
計
画
化
に
関
し
、

用
地
の
確
定
や
確
保
の
見
込
み

を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

よ
り
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を

始
め
ま
し
た
。

問　

水
利
権
確
保
後
は
ど
の
よ

う
に
す
す
め
る
の
で
す
か
。

答　

投
資
効
果
や
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
、

経
営
許
可
の
変
更
手
続
き
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
工
業
団
地
の
上
水
道
　

　
人
に
易
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
　

　
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト
の
取
組
み
、

�

今
後
に
向
け
て
　

　
市
の
Ｐ
Ｒ
施
策
を
問
う
　

　
景
観
行
政
団
体
と
な
っ
て
　

　
白
井
地
区
の
生
活
道
路
　

伊
藤　

仁
議
員

植
村　

博
議
員

柴
田　

圭
子
議
員

影
山　

廣
輔
議
員



（８）第158号 令和 4年 8月15日発行 しろい議会だより

編
　
集
　
後
　
記

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

研
究
所
で
は
、
毎
年
全
国
全
て

の
都
道
府
県
議
会
と
市
町
村
議

会
の
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
年
の
初

め
に
各
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
送
り
、
回
答
を
ま
と
め
て

数
値
化
す
る
の
で
す
。
設
問

は
、
基
本
情
報
の
他
、
情
報
共

有
、
住
民
参
画
、
議
会
機
能
強

化
の
３
分
野
で
構
成
さ
れ
、
52

項
目
あ
り
ま
す
。
総
合
評
価
と

分
野
別
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
ま

す
。
回
答
率
は
高
く
、
毎
年
約

１
８
０
０
自
治
体
の
う
ち
８
割

が
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
１
３
５
５
議
会
が
回
答

し
て
い
ま
す
。
上
位
３
百
位
ま

で
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
ま
す

が
、
な
ん
と
白
井
市
議
会
は
ラ

ン
ク
イ
ン
。
２
７
７
位
と
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。

　

分
野
別
で
は
機
能
強
化
の
部

分
が
全
体
的
に
改
革
度
が
進
ん

だ
議
会
が
多
く
、
研
究
所
で
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
従
来
の
議

会
活
動
に
何
か
し
ら
の
変
化
を

起
こ
し
た

議
会
が
増

加
し
て
き

た
と
い
え

る
の
で
は

な
い
か
と

分
析
し
て

い
ま
す
。

　

白
井
市

議
会
も
そ

れ
に
当
て

は
ま
り
ま

す
。
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
を
導

入
し
、
議

案
審
議
の

際
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス

化
が
進
み

つ
つ
あ
る
の
で
、
機
能
強
化
の

部
分
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、

総
合
評
価
を
押
し
上
げ
た
と
言

え
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
大
き
な
躍
進

は
嬉
し
い
こ
と
で
、
今
後
の
議

会
改
革
に
弾
み
が
つ
く
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
柴
田　

圭
子
）

議会本会議・委員会を配信しています。

スマートフォンで「議会だより」をご覧いただけます。

本会議の生中継・録画配信（委員会は生中継のみ）を行っています。
録画中継は、本会議終了後おおむね５日後（土、日、祝日を除く）から見
ることができます。ぜひご視聴ください。
●発  信  内  容　定例会及び臨時会の本会議並び委員会
●注　　　　意　 この議会中継は白井市議会の公式記録ではありません。視

聴の際は、配信ページ内のご利用についてを必ずご確認し
てください。

●アクセス方法　① 白井市ホームページの右にある「白井市議会」を 
クリック

　　　　　　　　②右側に「インターネット議会中継」をクリック
　　　　　　　　③議会映像配信トップ
　　　　　　　　④ 議会映像配信から「生中継」「録画放送」が表示されますの

で視聴したいページを選択しご視聴ください。

白井市議会を選択するといつでもどこでもスマホやタブレットなどで「議会
だより」を閲覧することができます。

3月、6月、9月、12月の年4
回開かれる定例会と、必要に
応じて特別に開かれる臨時会
があります。

市議会のしくみ市議会のしくみ

住民など

執行機関委員会
付託

報告

議決

意見書

議案の提出

請願・陳情

執行機関

議会（本会議）何か
質問は？

さあ議会を通った
バリバリやろー

通学路を
整備して

審査の結果は、本会議で各委
員長から報告されます。

市だけで解決できない問題は、
国などへ意見書を提出します。

市政への要望は請願や陳情とし
て市議会に提出することが出来
ます。

本会議に提
出された議
案や請願な
どは、さら
に詳しくそ
れぞれ委員
会で審査さ
れます。

市長および議員から議案が提
出されます。

議会で十分
審議して
いただきます

議会改革度
総合ランキング

2018年 2019年 2020年 2021年
733位 890位 452位 277位

個別
順位

情報公開 632位 384位 196位 110位
住民参画 646位 824位 851位 318位
機能強化 911位 1132位 530位 398位

①　

�

ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
０
０

-

１
３
６
号
線
（
富
塚
地

先
）

②　

�

調
整
池
沿
道
擁
壁
改
修

１
３-

０
０
７
号
線
（
名

内
地
先
）

③　

�

道
路
拡
幅
０
０-

０
０
５

号
線
（
平
塚
地
先
）

④　

�

交
差
点
改
良
０
０-

１
３
４
号
線（
桜
台
地
先
）

⑤　

�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
道

路
改
良
１
５-

０
０
３
号

線
（
清
戸
地
先
）

①　

�

ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
０
０

-

１
３
６
号
線（
富
塚
地

先
）

　

工
業
団
地
と
国
道
16
号
を
結

ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
今
年
度
工

事
現
場
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
越
工

事
で
は
、
地
盤
が
軟
弱
な
た
め

約
１
年
間
大
型
土
嚢
を
積
ん
で

落
ち
着
か
せ
て
い
た
場
所
か
ら

大
型
土
嚢
を
撤
去
し
、
道
路
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
計
画
工
事
は
１
３
５
ｍ
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
に
完
成
し
た

部
分
と
合
わ
せ
る
と
４
３
２

ｍ
。
全
長
２
１
０
０
ｍ
の
20
％

が
よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

路
面
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下

は
１
１
５
㎝
も
の
厚
み
の
砕
石

で
支
え
ら
れ
、
路
面
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
も
３
層
で
15
㎝
の
厚
み
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
大
型
車
両
が
行
き
来
す
る

道
路
と
し
て
も
十
分
耐
え
ら
れ

る
も
の
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
工
事
完
了
し
た

７
６
．
１
ｍ
部
分
も
見
学
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
よ
る
表
層

は
他
の
部
分
が
完
成
し
て
か
ら

一
斉
に
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

②　

�

調
整
池
沿
道
擁
壁
改
修

１
３-

０
０
７
号
線
（
名

内
地
先
）

　

工
業
団
地
に
あ
る
調
整
池
に

沿
っ
た
道
路
法
面
の
擁
壁
改
修

予
定
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で

調
整
池
の
擁
壁
が
崩
れ
、
応
急

工
事
で
鋼
矢
板
を
設
置
し
た
も

の
の
５
年
後
に
再
び
ゲ
リ
ラ
豪

雨
で
残
っ
て
い
た
擁
壁
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
改
修

計
画
を
平
成
29
年
度
に
立
て
、

今
年
度
予
算
が
つ
き
、
改
修
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
工
方
法
は
「
多
段
積
か
ご

工
」
と
い
う
も
の
で
、
鉄
線
か

ご
内
に
割
栗
石
を
詰
め
、
段
々

に
積
上
げ
て
土
留
め
壁
を
築
造

し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
杭
を
19

ｍ
の
深
さ
ま
で
28
本
打
ち
込
み

基
礎
部
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
、
か
な
り
大
掛
か
り
な

工
事
と
な
る
よ
う
で
す
。

③　

�

道
路
改
良
０
０-

０
０
５

号
線
（
平
塚
地
先
）

　

平
塚
か
ら
工
業
団
地
に
至
る

道
路
の
拡
幅
現
場
及
び
今
後
の

流
末
水
路
改
修
計
画
箇
所
の
現

状
及
び
今
後
の
予
定
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

平
塚
か
ら
工
業
団
地
に
続
く

道
路
は
交
通
量
は
あ
り
ま
す

が
、
側
溝
も
な
い
道
路
で
す
。

４
月
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
通

る
よ
う
に
な
り
、
通
学
児
童
の

安
全
は
よ
う
や
く
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
道
路

自
体
の
整
備
は
必
要
で
す
。

　

ま
た
こ
の
道
路
の
南
側
は
水

路
に
向
か
っ
て
下
っ
て
い
ま
す
。

３
本
の
側
溝
の
な
い
細
い
道
路

が
水
路
に
向
か
っ
て
伸
び
て
お

り
、
雨
は
こ
の
細
い
道
路
を

通
っ
て
水
路
に
流
れ
落
ち
て
い

ま
す
。
水
路
際
で
の
冠
水
が
長

年
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
改
修
計
画
の
設
計
中
で
す
。

④　

�

交
差
点
改
良
０
０-

１
３
４
号
線（
桜
台
地
先
）

　

交
差
点
改
良
が
予
定
さ
れ
て

い
る
現
場
で
す
。
か
ね
て
か
ら

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
信
号
機

の
設
置
要
望
が
出
て
お
り
、
死

亡
事
故
も
起
き
ま
し
た
。

　

信
号
機
設
置
は
交
通
量
が
少

な
い
こ
と
か
ら
行
わ
れ
ず
、
代

替
え
案
と
し
て
交
差
点
を
小
さ

く
し
て
見
通
し
を
よ
く
す
る
改

良
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
よ
う

や
く
警
察
と
の
協
議
が
整
い
、

今
年
度
改
良
工
事
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤　

�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
道

路
改
良
１
５-

０
０
３
号

線
（
清
戸
地
先
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
回

転
路
現
場
。

　

バ
ス
停
が
セ
ン
タ
ー
正
面
入

り
口
前
に
あ
る
の
で
、
北
環
状

線
整
備
の
過
程
で
市
道
扱
い
に

す
る
必
要
が
あ
り
、昨
年
度
末
、

改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
へ
の
出
入
口
は
、
利

用
時
間
外
に
車
止
め
に
て
遮
断

す
る
こ
と
も
可
能
な
つ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
お
い
て
担
当
課
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
現
状
把
握
並
び
に
今
後
の

計
画
予
定
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
委
員
会
と
し
て
現
地

視
察
を
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
す
。
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